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和５年３月２５日（土）、下市あきつ学

園の竣工式・内覧会が開催され、4月

１日、いよいよ義務教育学校の船出です。

式典は、杦本町長らによる紅白テープカ

ットから始まり、県からは吉田教育長、熊谷

学ぶ力はぐくみ課長にご出席いただきまし

た。また、吉野郡東から各町村長・教育長、

また県内の教育長や、工事関係者他の方々

の出席があり、約４０名の来賓に開校を祝っ

ていただきました。ありがとうございました。

覧会も盛況で、午前中は導入した教育機

器メーカーによる説明などがありました。午

後からは、町民の皆様方にお越しいただき、ご家

族連れで参加する姿も見えました。皆様の期待

の大きさに、未来への責任を改めて感じました。
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下市あきつ学園の主な特徴
¡ １年生から９年生が学ぶ義務教育学校

¡ 自由服登校など多様性を尊重した教育活動

¡ 黒板とチョークから白板とプロジェクターにICT化。

¡ １人の子どもに３人の担任。グループ担任制を導入

¡ 教科担任制・地域×SDGｓを学ぶ「下市学」

¡ 学校司書教諭の配置（週３日）で図書館利用促進

未来へ出発！ 下市あきつ学園開校

下市あきつ学園の新しい管理職 山﨑 正悟 校長
やまさき しょう ご

東吉野小校長としてご
転勤されます。ご活躍を
期待しています。
下市中に２４年
間お勤めでした。

長い間ありがと
うございました。

桺井 孝文 新教頭
や な い たかふみ

昨年は小学校教頭、今年は下市
あきつ学園の教頭
です。音楽とサッカ
ーが得意。頼りにな
る兄貴分として若
手をまとめます。

黒 朝香 新教頭
くろ あさ か

昨年は中学校教頭、今年は下市
あきつ学園の教頭
です。笑顔が素敵
な音楽科の先生。
植物や花を育てる
のが得意です。

楠 利夫 新校長
くすのき とし お

昨年は小学校の校長
でしたが、今年度は下市
あきつ学園のリーダーと
して新しい風を取り入れ
ます。情熱的で明るい英
語科の先生です。

＜今年度の教職員体制＞
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▼子ども駅伝コーチの杉本主事補が、大阪マラソンで２時間１８分５１秒

の自己ベストを出しました。事務局もみんな喜んでいます。▼当職は３年
の任期が終わります。心温かい人たちに支えられ何とかゴールできまし
た。感謝いたします。▼今後、新しい教育で下市の子どもの姿がどう変わ
っていくか楽しみです。どの子も自己ベストが出せますように。（教育長）

ご意見・お問い合わせは…

下市町教育委員会事務局

☎ 0747-52-1711

FAX ０７４７－５２－５１５９

✉ kyoi@town.shimoichi.nara.jp

伝統は消えず ～最後の卒業式～
▼３月１５日に中学校、１８日こども園、２０日に小

学校の卒業式がありました。閉校する小と中は最

後の卒業式です。▼最後ではありますが、その伝

統は「あきつ学園」に引き継がれていきます。▼当

日はマスク着用

は解かれ、笑顔

がまぶしい式と

なりました。さあ、

新しい旅立ちに

向けて出発です。

夢を運べ！バルーン

～閉校記念行事～
▼３月13日に中学校で、１７

日には小学校で、閉校記念と

して、夢や願いを書いたカード

を風船で大空に飛ばしまし

た。▼また、２４日は閉校式で、

教育委員会にそれぞれの校

旗を返納しました。▼寂しさは

この日まで。次は、あきつ学園

での新生活が待っています。

自己の力を発揮！～子ども駅伝～
▼３月４日、橿原運動公園で、市町村対抗子ども

駅伝が開催されました。今年は、男子３区間、女子

３区間の６区間、総距離9,780ｍで一本のタスキ

をつなぎました。▼下市チームは３２位。試走よりタ

イムは伸び、実力は発揮できました。来年の目標

は１６位（町の過去

最高順位・コーチ杉

本談）。▼帰りに食べ

たサイゼリアのパスタ

の味は最高でした。

町長飛び入り！生ＬＩＶＥ！
▼役場、教委の有志が集まって、町を盛り上げよ

うと企画した音楽ライブ。３月18日に観光文化セ

ンターで開催しました。▼皆様に集まっていただけ

るか不安でしたが、１００人を超える人で盛り上が

りました。杦本町長

の飛び入り参加もあ

り、とても楽しく好評

でした。▼下市音楽

祭となって続いてい

くかな。乞うご期待。

▼世界のもっとも貧しい国々
では、5歳から１７歳までの
子どもの５人に１人が、労働
を強いられています。そして
「働かなければならない子

ども（子どもの兵士を含め
て）をなくすこと」がSDGs８の目標です。▼そのためにも、それぞれの国

の状況に応じて、人々を経済的に豊かにする努力が求められています。

＜下市あきつ学園では、ＳＤＧsと下市町をコラボで学ぶ郷土学習「下市学」を進めていきます。＞


